
言語文化サポーター研修＜第２回＞を開催しました 

 

〇日時：平成 28 年 12月 10 日（土）13:00-16:30（ランチトーク 11:30-12:30） 

〇場所：東京外国語大学 アゴラ・グローバル 3階 プロジェクトスペース 

〇内容： 

・挨拶、趣旨説明 13:00-13:10 

・研修①「難民とは？」（UNHCR駐日事務所法務部 伴めぐみ氏） 13:10-14:40 

・研修②「難民認定制度と手続き」（日本弁護士連合会人権擁護委員会 浦城知子弁護士） 

14:55-16:25 

・アンケート記入 16:25-16:30 

〇参加者：15名（学部生 4 名を含む） 

 

多言語・多文化教育研究センターでは、言語文化サポーター登録者※を対象に、通訳技術や多言

語・多文化に関わる課題等を学ぶための研修を定期的に開催しています。 

第２回となる今回は、外国人支援の場で関わることの多い難民について、国連難民高等弁務官

（UNHCR）駐日事務所職員と、日本弁護士連合人権擁護委員会の弁護士にお越しいただき、難民につ

いての基礎知識や難民申請手続に加え、難民の通訳をする際に気を付けることなどを学びました。 

また、前回の研修で「サポーター同士で交流したい」「どんな活動をしたのか意見交換したい」と

いった意見があったことから、研修前にランチトークを開催しました。 

※言語文化サポーターは東外大卒業生、留学生、教員等で構成された組織で、11月末現在で 83名が登録しています。 

 

 

 

研修の様子 



  

UNHCR の伴氏                 制度について質問する受講者 

    

    質疑応答で、通訳の座る配置について説明           ランチトークの様子 

参加者の感想： 

〇 とても重要で興味深いことばかりで、難民問題に対する関心が更に深まりました。 

〇 難民通訳のポイントは普段なかなか耳にすることができないことなので、とても勉

強になりました。 

〇 研修に参加して、ほんとに良かったです。入管での相談通訳時、難民関連の相談が

よくあるようです。きちんとした知識を学び、よりよい通訳に生かしていきたいと思

います。 

〇 これまであまり関わりのなかった分野でしたが興味深かったです。ただ本当に責任

の大きい仕事であるということも改めて感じました。 

〇 ランチトークは、うちとけた雰囲気で参加者の話が聞けて参考になりました。 

本番のレクチャアはかなり専門性が高く、されど通訳志願者には必要な知識だと感じ

ました。 

 


